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これからの季節、日の暮れが早くなり、薄暮時間帯から夜間の交通事故の増加が懸念され

ます。高齢者の事故を防止するために、夕方や夜間に事故を起こさない工夫が大切です。 

歩行者、自転車の方は、夕暮れ時から夜間に外出するときは、 

反射材を身に付けましょう。 

夕暮れ時、運転者からは周囲が見えていても、歩行者、自転車からは見えにくくなっています。 

車を運転する方は、他の運転者や歩行者、自転車に自分の存在を知らせるため、なるべく早く 

ライトを点灯しましょう。 

自分のお気に入りの反射材を買って身に付けることで、必ず着けよう

という気持ちが強くなります。 

反射材が初めからついている服や靴も量販店で販売されていますし、

反射糸で作った小物を着けることもできます。 



   
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 
滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

 夜間、車のライトがあたると反射する反射糸を使って、コサージュやブレスレット等の小物を

手作りして、身に着けてみませんか？ 

①  「風邪で声がおかしい」「携帯番号が変わった」と言ってくる。 

②  色々な「トラブル」を名目に現金を要求してくる。 

③  指定する口座に振り込ませる。または、関係者を名乗って自宅 

まで取りに来るか、首都圏等までおびき出して現金を受け取る。 

携帯電話番号を変えたと言われても、本来（元）の番号にかけるなどして、

確認しましょう。 

反射糸 

※写真はイメージです 

お申し込みは、下記ふれあいチームにご連絡ください。 

作り方は、講師の先生方が丁寧に教えてくださいます。 

■日程 平日（１回１時間～２時間程度）※講師の先生と調整します。 

■場所 お申込みの自治会館など 

■対象 ６５歳以上の高齢者（1 回１０人～２０人くらい） 

コサージュ ブレスレット 

反射糸使用小物 


